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＊ 山下（芳）情報資料第１弾：1962 年 11 月の堂平観測所説明文書 

 実は、国立天文台天文情報センター出版係の山下芳子女史から、今まで数多くの歴史的

な資料をいただいている。その都度、整理して提供いただいたもののリストを作成してお

くべきであったが、怠っていた。今回から資料提供の報告とその紹介をしていきたいと思

う。時には遡って報告したい。今回は山下女史提供の報告の第１弾として、堂平観測所開

設時の文書を紹介したい。 

今回、提供された資料は次の 3点である。 

１）1962 年 11 月付の堂平観測所説明文 

２）1987 年版堂平観測所パンフレット 

３）1984 年版木曽観測所パンフレット 

写真 1～4が、1962 年 11 月付の堂平観測所説明文書である。 

  

          写真 1 文書の表紙 



 

               写真 2 文書 2 ページ 

 この文書は、堂平観測所開設時の説明文書と思われる。章だては、はじめに、堂平山の

選定、建築、観測室（丸屋根）、望遠鏡、主鏡、主焦点とカセグレン焦点、架台、主な付

属装置、むすびとなっている。 

 「はじめに」で、麻布にあった東京天文台が燈火を逃れて三鷹に移転したが、三鷹が都



市化して観測に適さなくなったため、数年来新観測所の候補地を探したとあるが、1960 年

開設の岡山天体物理観測所については全く記述がない。 

 

              写真 3 文書 3 ページ 

 当時の世界の主な天文台はヨーロッパ、アメリカ合衆国に集中しており、それらの天文

台の大部分は比較的高緯度地方にあり、冬の間は天気が悪いが、堂平山は 11 月から 3月に



かけては世界有数の好天気地域だとある。 

 

            写真 4 文書 4 ページ（最終ページ） 

 筆者は、長年にわたって三鷹の 30cm 反射望遠鏡で長周期変光星、新星等の光電 3色測光

観測をやっていて、それらの暗いフェーズに堂平観測所 91cm 望遠鏡を使わせてもらった。

確かに日本の関東地方は冬の間は世界有数の晴天地域である。しかし、三鷹に比べると堂

平山の晴天日数は少なかったと記憶している。 

 堂平山は三鷹から近く、三鷹の観測者が突発天体などに対応できるということで観測所

が置かれたが、戦後の東京天文台の発展を進めた萩原雄祐台長の構想では、堂平山に建設

した 91cm 天体写真儀も 1960 年開設の岡山天体物理観測所に置く構想であり、岡山の構内

には 36 インチ（91cm）望遠鏡建設予定地が、1960 年に設置された 36 インチ光電赤道儀の



他に 2か所あった。その一つに、京都大学を中心に進めている 3.8m 新技術望遠鏡の建設地

である。 

 堂平観測所は、2000 年に閉鎖され、地元のときがわ町の公共天文台として活躍している。

明治の頃、麻布の東京天文台が、その敷地の狭隘なことと大東京の燈火を避けて三鷹に移

転しようとしたとき、一戸直蔵という気鋭の天文学者が三鷹もいずれ都市化が進み燈火の

影響で空は明るくなると主張し、赤城山山頂への移転を主張し、時の寺尾台長に追われた

史実がある。やはり堂平山は東京に近過ぎたのであろう。 

 


